






研究目的 

小児期には痙攣性疾患が多く,医学の進歩にも拘らず,むしろ増加の傾向すらみとめられる

。そして痙攣が発達途上の未熟な脳に発現すると重篤になり易く,その将来の健康,発達に

及ぼす悪影響はより深刻かつ重大なものになり易い。しかし小児の痙攣の成因,発症機序に

は未解明の点が多く,治療に関してもまだ検討さるべき問題が多くのこされている。現在進

歩せる基礎,臨床の諸方法を多面的に応用し,成因分析を総合的に行うとともに治療の方式

の確立,予防対策を検討することを目的として班研究を行った。 


